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卒業生を送るにあたって

学 長 久 保 良 彦

医学科第22期 生103名 、看護学科第1期 生61名 、

並びにご父母の皆様に、医学士並びに看護学士の学

位取得のお祝いを申し上げます。

医学科は第22期生103名 を加え、今年で2,315名 の

卒業生を社会に送 り出 したことになります。そのほ

ぼ7割 が道内、残 りは本州あるいは海外において、

医療に従事するほか、医学教育あるいは研究者とし

て、さらには保健 ・福祉行政に関わり、活躍 してお

ります。

本学 と同様、地域医療の充実 を目指 して設置され

た医科大学の中で、このように70%を 越える卒業生

がその地域社会に貢献 している例は他になく、特記

されるべきことであ ります。皆 さんはその点を大い

に自負 し、先輩に続いていただきたい と思います。

看護学科第1期 生61名 の皆さんは、まさに看護学

科の トップランナーであります。皆さんは本学教職

員とともに、冬山登山の ように新雪をラッセル し、

新たな道 を拓いたのです。この開かれた新 しいルー

トは、断えることなく続 く後輩達によって踏み固め

られ、旭川医科大学看護学科の伝統が築き上げられ

ることになります。

当然のことですが、これから社会に出て活動する

中、良きにつけ悪 しきにつけて 「旭川医大看護学科

第1期 生」が付いて廻 ります。卒業の喜びをよく噛

み締めるとともに、このようなまたとない巡 り合わ

せをしっか り胸に受けとめ、誇 りを持って活躍 され

るよう、念願 して止みません。

さて、次の21世紀は生命科学の世紀と言われ、そ

の進歩は目を見張るものがあ ります。その生命科学

を基盤 とする医学では、遺伝子治療の可能性に大 き

な期待が持たれ、医学における第4の 革命を迎える

とさえ言われてお ります。

このような遺伝子 レベルの研究は、ある病気に対

して普遍性のある理解を深める一方、その病気を持

つ患者がいかに多様であるかということも明らかに

して くれることになりましょう。

医学は不確実性の科学(Medicineisascience

ofuncertainty,andartofprobability-W.

Osler)と 言 われて きま した。 この不確 実性 は主 に

患 者す なわち人間の持つ多様性 に よる もの と考 えら

れ ます。

遺伝子 レベ ルの研 究 によ り、人間の持つ多様性 に

対 する理解が深 ま り、医学 の不確実性が大幅 に改善

される希望が持 てる時代、すなわち、よ り行 き届い

た医療 がで きる時代 に向か って、皆 さんは巣立 って

ゆ くことにな ります。

新 しい世紀 を 目前 に して、い ま一つの話題は、情

報通信技術(Informationtechnology,1,T,)の

目覚 ましい革新です。時々刻 々地球が縮 んでゆ く感

さえいた します 、い わゆる グローバ リゼーションは、

イ ンターネ ッ トとい うような新 しい媒体 を介 して、

瞬時に世界 中どこにで もア クセス出来 る技術 の進歩

に よりもた らされてい ることはい うまで もあ りませ

ん。医学 において この ことは、各医療施設か ら医療

従事者個人個人 に至 るまで、 また国内 は もとよ り国

際的な規模で 、それぞれの能力比較が迅速に行 われ

うるこ とを意味 します。

さらに、情報への アクセスの隔 た りは医療従事者

ばか りで な く患者 を含めたすべての国民の間で消失

し、診療す る側 も、受ける側 も、根拠 となるベー タ

ベ ースにアクセス出来るこ とにな ります。そのため、

どのような理由でその診療 あるいは検査 をするのか

ということが 、常 に公の場 で問われることになるで

しょう。つ まり、情報通信技術の発達は、人が まとっ

ているい ろい ろな飾 り物 を剥 ぎ取 り、裸 に しかねな

い力 を持 ち、 これか らは ます ます個人の能力が問わ

れる時代 にな ると思 われ ます 。

21世 紀 に向け、科学技術 の進歩 はい よい よその速

度 を速め るもの と思 われます 。科学技術が進 むほ ど

失 われが ちに なるのが、医の心:人 をい とお しむ心

です。 この心 を大切 に育み なが ら、大い に自らを磨

くよう努力 して くだ さい。

皆 さんの大成 を心 か ら期待 してお ります。
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第22期 生 を送 るに当た って

第22期の諸君、卒業おめでとうございます。

長い学生生活終え、これから社会に旅立つという

ことで期待で胸も膨 らんでいることと推察します。

いかなる時代においても、卒業は一つの区切 りであ

り、社会 も、卒業生たちもその前途に希望をいだき

ます。どうか、卒業の感激を忘れることなく、今後

精進 して立派な医療人となることを期待 します。

さて、2000年 を迎え医療、医学を取 り巻 く環境は

激変 してきています。医療費の高騰にともない診療

報酬制度に医療費抑制を目的として 「包括払い方式」

が検討され、一部の病院で 日本型 「診療群別包括

支払い方式」が実施されるようになってきてお りま

す。また、医療現場においては、EvidenceBased

Madcine(EBM)に 代表されるように、基礎的かつ

臨床的な根拠に基づいた医療が社会から求められて

いることは、諸君が周知のことであります。さらに、

インターネットに代表される情報革命は益々その発

展を速め、同時にヒトゲノム解析を含めた分子生物

学の進学は加速 してきてお ります。このように、先

端医学の発展、細分化が進む中で、人間を客観的に

分析する方向が進みすぎると、医療において全人的

観点が失われる弊害が出てきています。 どうか、患

者さんに全人的医療の観点から接 していただきたい

と思います。一方これからは、あらゆる分野でグロー

バルスタンダー ドが要求されてきます。これまで学

生時代とは違い、自ら症例や、研究題 目を通 して学

び、日進月歩の医学に遅れることなく、先頭を走っ

ていただ くことを期待 してお ります。

私は医学部最後の2年 問を担当という立場で皆さ

んと接 して参 りました。大学に担当があるのは奇異

な感 じもしましたし、小中学校の担任 とは異なり諸

君に毎日接する訳でなく、また、忙 しさもあって十

医学科第6学年担当 石 川 睦 男

分に話 し合う時間を持てなかったことが、少々心残

りであ ります。

医学部が、他の学部と大きく性質を異に している

ことの一つに、卒業生のほとんどが、研究者 を含め

医学に携わることになり、他の業種に職を求めるこ

とは非常にまれな点にあ ります。従って、教官と学

生、あるいは学生同志との関係は卒業で切れること

なく生涯長 く深 くつながっています。この2年 間、

様々なことがあ り、諸君達も樺々な感慨を持って過

ごしたと思います。私は担当として、諸問題に対 し

て逃げることなく、正面に向かい合って対応 してき

たつ もりです。又、私は皆さんのことを、ただ単に

教官 と学生、あるいは担当と担当学年 ということ以

上に、皆さんとは将来一緒に仕事 をする仲間という

意識で接 して きたつ もりであ り、教育 してきたつ も

りです。今後 とも、一緒に医学研究、診療、教育に

一緒に努力 していきたいと思いますのでよろしくお

願いします。

特に6年 間一緒にいた仲間、同期は生涯友人とし

て付 き合 うことになりますので大切にして下さい。

私の経験か らの同期の支え、ア ドバイス、諌言は極

めて貴重なもので人生の転機に何度となく助けられ

ましたので、卒業 しても同期の友情を大切にして下

さい。

さて、皆さんもご存知の通 り、何度 も述べました

ように医学、医療を取 り巻 く環境は高齢化、少子化

にともない大変難 しい時期に来てお ります。どうか

皆 さんは、社会に対 して責任ある職業人 としての医

師となり、同時によりよい医療を国民に提供出来る

ように努力 して下さい。

皆 さんの前途に期待 しています。

(産婦人科学講座 教授)
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「第1期 生 へ の 手紙」

看護学科第4学 年担.,野 村 紀 」

拝啓

一段 と寒 さが厳 しい毎 日が続 いてい ます 。第1期

生の皆様 は、大学受験以来の熱心 さで、国家試験の

ための勉 強に取 り組 んでい ることと思 い ます。 その

姿 を3階 の学生 ラウンジ、 食堂、図書館 、ゼ ミ室 な

どで度 々見かけ ますOま た 、授業 には欠席 がちだっ

た人の姿 も見 られ ますので 、よほ ど力 を入れている

感 を強 くしてい ます 。人間 一生の うち、 どこかで本

気 で勉強 しなければな らない時期があ る、とよく占

われ ますが、今がその時 なので しょうか。体調 には

充分気 をつけてがんばって くだ さい。

私は、 この4年 間走 りなが ら、考えなが らとい う

「なが ら族」 で過 ぎて しまい ま した、,此処 に至 る ま

で、私 自身 も随分 と勉 強 させ られ た感が します。そ

れは、「知識」 とは別の 「智」 です 。 人間 ・生が勉

強である 、と誰かのiiに あ りま したが 、まさにそ

の通 りで した。 しか し、そ うした勉強 は私 自身が望

ん だわけではあ りませ んで した。 人間一生の うち、

知識 を得 るため に本気 で勉 強す る時期があ り、また、

生 きてい ることが勉 強 し続 ける と占 うことで しょう

か。後者は時 と して 彰い ものです 、,これに耐'えるに

は、頑強 な身体 と精神力が必要 なよ うです。

第1期 生の多 くの皆様は臨床 の場 、あるいは保健

所での仕事 を望んでお り、道外 、道内の各地で活躍

す ることと思い ます、,仕事の中で要求 されるの は、

単 なる 「知識」や 「技術」がすべ てである とは到底

思 えませ ん。仕事 を続ける限 り 「知識」 の勉強 も必

要 とな りましょう し、人間関係 の中で得 る もの の中

に も大切な もの もあ ります、1でも後者 の方は自分 自

身が精神的に も肉体的 にも健康で タフでなければ、

正 しくは受け止 め られ ません,,ま た 、精 神的に落 ち

込む と、物事を前向 きに捉 えることが不 可能になる

や も知れ ません。

い ままで は大学 とい う枠の 中で勉強 して きたわけ

ですが、これか らは同 じ看護職で も、勉 強 して きた

環境 の違 い、 人問関係 の中で生 じる葛藤 ・嫉妬 ・自

信喪 失 ・ねたみ ・そねみな ど数知れ ない、 また見え

ないハー ドルを実感す るで しょう。それ らとの戦い

は、 自己 との戦 いで もあるとも思い ます。誰 も助け

られ ないのです 。ただ、心許せ る友人や家族がその

苦 しさを理解 し、分か ち合 って くれるか も知れ ませ

ん。 さらにそ うした時 、自己 を客観視 で きること、

人の意見に耳 を傾 けるこ と、 しっか りした 自分の 考

えを持つ ことがで きるな ら、人間 と しての魅 力が増

し、いつ も輝いて仕事 に打 ち込め る看護職へ と自分

を成長 させ ることがで きるように思い ます、,こうし

たハ ー ドルの前 で屈するこ とは、白己の成長 を止 め

る どころか 、魅力のない人間 として 、あるいは常 に

人を うらやみ ・ねたみ、その結 果、周囲の人々か ら

疎 ん じられ るで しょう。 また、卑怯 な行動 をとって

して しまうか も知れ ません、、心が 「ざらざら」 して

いれば、心か ら患者 さんに対峙す ることはで きませ

ん。その意味 において看護職 である前 に、一・人の魅

力的な人間 として 、白己の成長をギ眼 に してほ しい

と思 い ます,,

第1期 生 の皆様が 、今一様に スター トラインに立

ち、障害物競走 に望 もうと している様相が 、 目に浮・

かび ます 。 どんな障害物であろ うと、それぞれのや

り方で突破 してほ しい と心か ら願っています、,そし

て、 人の心 の分か る、相 手の立場 で ものが考 えられ

る感性 を持 った看護 専門職者へ と羽 ばたいて ドさい。

追仲 、辛 くなった時 、悲 しくなった時、いつで も

ここへ顔 を出 して下 さい。 元気 を上 げ ます 。

'F成12年2月3日 ・看護職の先輩 ・野村紀f 、,気

温一20度の地にて。

(臨床看護学講座 教授)
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医学科第22期卒業生 鴨 嶋 雄 大

長い学生生活 もあと僅かと

なり、後は卒業と国家試験 を

残すのみとなりました。ここ

にきて学生生活を振 り返って

みると、旭川医大に入学後、

自分の過ごしてきた大学生活

は、多少の蹟きは有ったもの

の大変多 くの ものを得 た として も充実 した 日々だっ

た と感 じています。高校時代 ろくに運動 してこなかっ

た私ですが、先輩方の甘い誘いにのって しまい、ルー

ル もろ くに知 らないラグビー部に入部す ることになっ

て しまい ました。最初 は医学部の部活 だか ら… など

と気楽 に考えていたのですが、全 く練習 につ いてい

けず、筋肉痛 の毎 日で した。 こんなわけで授業 を受

けに大学に行 っているのか、部 活を しに大学 に行っ

ているのか解か らない 日々が続 きました。それで も

3年 生になる頃には レギュ ラー として試合に出る よ

⊂一 一

うにな り、やっとラグビーの面白さが解か り始め、

この部活に入って良かったと思 うようになっていま

した。他のスポーッと異なり15人 と大人数でプレイ

するためチームワークが重要であ り、1つ のことに

向かってみんなで何かを成 し遂げるという貴重な体

験 を得ることがで きたこと。また、多 くの仲間がで

きたことが部活動を通 じて得た一番の収穫で した。

学業の面では1年 から6年 まで多 くのことを学び

ましたが、特に印象に残ったのは臨床実習において

教科書的には希な疾患とされる患者さんに実際数多

く出会った事です。このことは一部の遺伝性若 しく

は強 く習慣 に依存するものを除けば誰 もが患者にな

り得るという当た り前の事を再認識 させて くれまし

た。この認識の下、実際に自分が患者になった場合、

何をしてほしいのか、また、どのような医師が必要

とされているのかという事を常に考えながら患者さ

んに接 していくつ もりです。最後に、学生生活 を支

えて くれた両親、祖母、友人、お世話になった方々

に心から感謝 します。「本当にあ りが とうございま

した」

灘
n&a4<

一

医学科第22期卒業生 久 米 容 子

思えば10年 、随分長い大学

生活を送ってしまった。医者

を目指そうと決心 した当初は

「自分でバイ トをしてで も医

学部を卒業するぞ!」 くらい

の気合いがあったのだが、振

り返ってみれば東海大地震が

来ないのをいいことに(東 海大地震で壊れたら実家

は建てかえられる予定らしい)す ねか じりまくりの

6年 間だった。ようや く(た ぶん最後の)卒 業式 を

迎えられるのは、そんな親や兄弟、また友人やその

他たくさんの人達の助けがあったからだと心から感

謝 している。

私が旭医大に来る前に在籍 していた某大学農学科

のN教 授もそんなお礼を言いたい人の一人だ。N教

授はいつも立派な木のパイプで煙草をふかしており、

愛敬のある人だったが話がとっても長かった。概 し

一==一一==============⊃

て元気で農学を愛 しているように私にはみえた。私

が医学部再受験 を決心 したのは3年 生の1月 だった

のだが、4年 生になって卒論の実験がはじまり、周

りの友人が大学院に進むとか就職するなど進路を決

めは じめても私は教授にその事を言えずにいた。こ

の講座 にいながら教授が一生をかけた農学を捨て、

違う道を目指す為に受験勉強をしたいなどと言った

ら、きっと嫌な顔をされるのではと思ったからだ。

教授はしかし、私が自分の希望を伝えるととて も喜

んでくれて特別に卒論の締切を受験日の後まで延ば

してくれた(ま あ、特別な理由もなく就職 して随分

たつまで卒論を提出 しなかった友人なんてのもいる

ので、どの くらい特別だったかは分 らないけれど)。

当時は色々な事に精一杯で特に感謝の気持ちを伝え

るで もなく、あわただ しく卒業 してきてしまったけ

れど、今から考えると他の4年 生 とわけへだてなく

応援 して くれたその気持ちが大きな助けになってい

たと思う。N教 授は昨年退官 され、今はもうあの講

座にはいらっ しゃらないそうだが、晴れて医師とし

て働ける事が決まった時は報告の葉書 きを書いてみ

ようかと考えている。
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過去のあらゆる可能性から現在の一点に収束し、

へと発散 してい く底の抜けた砂時計のように思

 

難 瑠麟灘璽叢叢諜蕊:観難

どこかで収束するのは必然であるが、どこで収束

するかは偶然である。人生の場合にはその人の境遇 ・

経験 ・立場 ・能力 ・感情 ・判断等様々な要素が複合

的に組み合わされてその時その場の焦点を生みだし

て るのだろう。

北海道に来て8年 。あの時の僕は自分がまさか8

年後旭川医大の卒業生になっていようとは夢にも思

わ いただの放浪者だった。

この間のたった一つの出会いが欠けていたとして

も現在の自分はなかったのだと思うと何だか不思議

な気持ちになる。と同時に行間にしか登場 しえない

多 くの人達との出会いもまた僕の心の中に温かく脈

打っている。医師になるという大きな焦点に到ろう

とする今、僕の場合この 「出会い」という要素を決

して看過することはできない。

少 し遠回 りしたがようや くスター トラインに立て

た。次の大きな焦点はいつどんな形でやってくるの

だろうか?身 震いを覚えると共に大いに楽 しみで も

ある。

医学科第22期卒業生 大 藏 暁 正
(旧姓 李)

92年5月 、僕は千歳空港に

いた。所持金残高五千円余。

アルバイ ト情報誌で住食完備

のリゾー トホテルを見つけ、

札幌のオフィスで面接、即採

用となり、新得 に向かった。

交通費自己負担で手元には煙

草代 も残らなかった。

92年10月 、僕は帯広に本社のある学習塾に採用さ

れ会社命令で旭川にやって来た。

93年10月 、同社を退社 し、当時はまだ交際中だっ

た現妻の実家に 「マスオさん状態」で住み込み受験

勉強を始めた。

94年4月 、旭川医大に入学、現在に至る。

と、箇条書 きにすればほんの数行にしかならない

が一つ一つのステップにおける葛藤 と決断にはもう

二度と味わいた くない程の苦渋なものがあった。お

よそ、この世界の事象は時間と空間という座標系の

〔

'

…
室を
郭集

を

声峯

睾峯

集隻
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簿名者業卒期22第科学医
名氏

生

治
吾
策

大
覚
聡
裕

浩
生

帆
宏

江
史
基

大
人
貴

教美道真健秀明史公菜暁茂智剛理英智一島原岡呂地島望井尾浦島泉光口口田倉崎邊川長二西野引広本松松三蓑森矢山山山横吉渡

名氏

統

樹
裕
呼
太

茂
研
信
也
一

平
誠

平
滋
仁

岳
郎
子

春
貴
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昭
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子
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眞
也
博
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美
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俊
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基
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人
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顕
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美

翁
一
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名氏

弓

郎
朗
生

誠

季
弥
亘

郎
圭
規
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大
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也
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崇
子
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看護学科第1期卒業生 大 森 真 希

あっとい う間の4年 間であっ

た。 もと もと看護婦志望 でな

かった私 にとっては、ただな

ん とな く合格が決 まったから、

とい う理 由で入学 して しまっ

たが 、今 となっては、旭川 医

科大学 に入学で きて良かった

と思 う。入 学 当初 は、 「一期

生が、その後のその学部 の校風 を築 くの よ」 と聞か

され、プ レッシャーを感 じたこ とはあ ったが、私 も

含 め看護科一期生達は、一期生 としての不便 さもあ

りなが ら、それな りに努力 して きた と思 う。私達が

その ような功績 をあげた とは思 わないが、一期生 と

して 「共 に頑張ろ う」 とい うような団結 力があ り、

仲の良い学年であったのではないか と思 う。

私 自身は、旭 川医大 で多 くのことを学ぶ ことが 出

来た。4年 前の入学式 の時 に、当時の学長 が 「勉 強

だけでな く、遊ぶな ら遊ぶ 、何か に没頭 するな ら没

頭す る、ボーっ と過 ごすので はな く充実 した学生生

活 をお くって ほ しい。」 とい う言葉 が 印象的 で あっ

た。医学系の学校で勉強 も大変そうなイメージがあっ

た私 に とって は、この勉強 よ りも充実 した生 活に重

点 をお いた言葉 はとて も魅力的 に感 じ、今 で も繊細

に覚 えている。そ して実際 に、私 白身そな ような学

生生活 を送れ 、とて も充実 していた。道内各 地 を旅

行 した り、意味 もな くロビー に出没 し、友人 と話 を

した り、市内や旭 川近郊 を 目的 もな く車 を走 らせた

り、毎 日の よ うに3-6へ 遊 びにでかけた りと、今

思 えばよ くや った ものだ と思 うような ことも、その

時その時 は本当 に楽 しく、充実 した毎 日であった。

その 中で、様 々な経験 を し、様 々 な人 と出会い、多

くの こ とを学 んだ と思 う。 まだ まだ人間的に も、社

会的 に も未熟であ り、今後多 くの試練 があるか と思

うが 、この4年 間で得た ものは、大 きな基盤 となる

と思 う。

最後 に、諸先生方 、臨床でお世話 になった先生、

看護婦 さんは じめ、共に学んだ仲 間達 、医大 に通わ

せて くれた両親へ感謝の言葉 を述べ させていただ き

ます。本当 に、心か らあ りが とうございま した。一
　 ヰぎサ ウ　 ヰ

1醗 無護
_勲 轡

欝

看護学科第1期卒業生 永 田 恭 子

4年 前、大学受験に失敗 し、

たまたま募集が遅 く4月 に受

験のあったこの大学の看護学

科を 「浪人はした くないし、

看護婦なら就職に困らなそう

だし」 という中途半端で甘 く

不届 きな考えで受験 し、入学

した私 に待 っていたのは、なか なかハー ドな 日々で

した。

今 まで義務教 育 と高校 の計12年 間 に培 って きた

「暗記」 のチ カラよ りも、「考 える」 ことや 「発想 の

豊か さ」 な どの使 ってこなか ったチカラが求め られ、

お まけに 「看護」は私 が想像 していた もの よ りず っ

と複雑 で難 しく、訳か分 か らな く困 り果て ま した。

実技 テス ト、 レポー ト、実習 、卒業研 究 と色々あ り

ま したが 、今考 えて も 「よくやって これた な」 と思

うことは多 々あ り、学校 や病棟 に行 くのが嫌で嫌 で

たまらない 日もよ くあ りました。

しか し、こんな 日々 を乗 り越 え られたの は一緒 に

頑張 って きた友人達がいたおかげで した。実技テス

トの練習 に、みんなで冬休 みに学校 に通 った り、深

夜 に誰かの家 に集 まって レポー トを書 いた り血圧測

定の練習 を した り、何 かが一段 落する度に 「打 ち上

げ」 を して語 り合った りと、常 に周 りに友 人達がい

て互い に励 ま し合い、助けnい 、一緒 に学 んで きま

した。要領の悪い私が困っている時にはア ドバ イス

を して くれた り、実技 の練習が上手 く出来ない時に

は最後 まで練習 に付 き合って くれた りと、助 け られ

ること も沢山あ りま した。 この大学 に入学 し、良い

友人達 と出会 え、一緒 に学んで これたこ とを とて も

うれ しく思 ってい ます。

卒業後、就職 して今度は 「看護婦」 として病棟 に

出るの は嬉 しいや ら怖いや ら、なんだか複雑 な気分

です。 きっとこれ まで以上に大 変な事 や辛い事 に直

面す るこ ともあ るで しょうが、その時はまた、この

友 人達 と語 り合いで もしなが ら乗 り越 え、互 いに成

長 して いけれ ばいい なと思い ます。
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看護学科第1期 卒業者名簿
氏 名

木

部

部

部

木

川

田

澤

藤

藤

藤

浦

武

森

崎

川

青

阿

阿

阿

荒

井

池

伊

伊

伊

伊

大

大

大

岡

小

香 澄

佳 世 ヂ

f

美

f

f

代

r

庭

史

蘭

曜

子

希

f

世

希

路

祥

淳

幸

和

智

直

冬

由

真

寛

敏
弾、ぐう茗、CW、ぐう茗、て狽くrsresrc-「.

氏

笠

金

亀

菊

木

斎

櫻

佐

佐

沢

柴

島

嶋

菅

関

高

井

盛

井

地

下

藤

井

藤

藤

出

円

川

原

根

槻

名

香

子

子

穂

文

美

桂

生

美

博

亜矢 子

友紀 子

真

葉

真

生

子

瞳

紀

佳寿美

沙

紀

了

子

美

美

悦

友
.π 、マ猟 て57、ぐ5ε.CN.ぐ うS,Cうrcう ～:C'/7.

氏 名

跳Y湿Y」KY2K、 漏Nκ 、漏 、」臨N滋

高

武

寺

留

長

中

永

西

根

林

細

水

宮

一..
村

森

子

美

子

江

也

子

了

美

優

子

f

子

穂

子

子

留

津

奈

美

希

紀

陽

奈

美

寿

竜

峰

恭

仁

由

陽

百

瑞

真

純

香

橋

円

田

畑

倉

條

田

村

本

川

野

崎

好

上

谷
N.0うX、ぐうと、ぐ猟、て似【う茗、て猟τ然 側π照 、 ㌧ 、

氏

八 百坂

山

巾

山

井

川

山

山

邊

木

納

山

澤

安

山

横

占

米

米

和

渡

青

加

迫

柳

結

幸

暁

詞

由

香

尚

充

文

梨

映

朋

名

子

代

了

果

香

心

世

f

広

恵

絵

理

r

.鳳 ぐ5著π 側 、町うrcうr、Cu「.ぐ 、

〔 〕

平 成11年 度 博士学位記受領者名簿

氏

光

克

弘

哲

和

拓

隆

俊

高

勲

知

正

政

裕

昌

美

恵

田

田

袋

本

谷

川

越

取

山

田

坂

藤

村

川

谷

内

島

谷

本

生

池

岡

中

早

塩

名

前

太

松

伊

幸

竹

小

竹

大

槌

課程・論 文の別

課程博 卜

課程博十

論文博十

論文博十

論文博十

論文博上

論文博十

論文博十

論文博十

論文博上

論文博十

論文博十

論文博士

論 文博十

論文博士

論文博上

論 文博十

課程博十

学位記授 与年月[

平 成11年6月30日

平 成11年6月30日

平 成11年6月30日

'1`一〉>kl1年6∫ 」30日

平 成11年6月30日

平 成11年6113011

平 成11年6月30日

'F成11年6月30日

平 成11年9月30日

平 成11年9月30口

'r成11年12月25日

平 成11年12月25日

平 成11T12月25日

平 成11年12月25日

十;成11年12月25日

平 成11年12月25日

'F成11年121]25日

平 成12年3月2411

画

広

幸

行

子

鉄

純

司

泰

林

忠

郎

良

洋

悟

之

史

利

名

一

緒

史

隆

浩

隆

哲

股

眞

泰

正

双

賢

泰

信

正

博

有

佳

池

本

川

山

林

田

岡

峯

川

木

原

橋

井

原

田

氏

笠

蓮

石

籠

片

上

金

竹

長

長

都

吉

芝

東

小

高

坂

竹

和

課程・論 文の別

言果不旱博1二

課程博十

課程博.卜

課程博十

課程博十

課程博上

課程博十

課程博 卜

課程博 卜

課程博十

課程博十

課程博上

論文博十

論文博士

論文博ir

論文博十

論文博上

論文博士

学f立 面己手受与 イ11jrI

平 成12年3月24日

平 成12年3月24日

平 成12年3月24日

平 成12年3月24日

平 成12年3月24日

平 成12年3112411

平 成12年3月24日

平 成12年3月29日

平 成12年3月2411

'i4成12年3月24日

'r成12年3月24日

平 成12年3月24目

平 成12年3月24H

平 成12年3月24Li

平 成12年3月24日

平lrk12年3月24日

平 成12年3月24〕

平 成12年3月24口
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退官にあた り教官の
総合的業績評価を考える

先日、 「退官にあたって」 という内容の原稿の依

頼があ りました。当初は今 日までの出来事を中心に

まとめようとも思いましたが、この際、自分をこれ

まで育ててくれた旭川医科大学に少 しで も役に立つ

ことをのべるほうがよいのではないかと考え直 し、

「教官の評価」について記すことにしました。

今日、社会における大学の役割が厳 しく問われ、

社会に対する責任を明確にするためには大学および

大学教官の点検評価は不可欠であるという考えが支

配的になってお ります。本学においてもすでに10数

年前から旭川医科大学年報 として点検評価の結果を

公表 してまいりました。 しかしなが ら、本学では、

おそらくほかの多 くの大学でも同様で しょうが、教

官の評価の対象は教育、研究および管理運営のうち

主として研究に限定され、教育や管理運営への貢献

はほとんど考慮されていないのが現状であ ります。

わが国の大学教官は非常にいそが しく、会議や講義

の合間をぬって細々と研究を行なうしかありません。

休祭日を実験や論文作成にあてている教官も少な く

あ りません。まして、教官の業績が厳 しく評価され、

そのうえ、研究業績のみが評価されるとなれば、教

官は多 くの時間を主として研究に費や し、教育と管

理運営への自己の責任 を十分果たす努力を怠るよう

になるのは止むをえないともいえます。このような

アンバランスを是正するためには、大学教官の業績

評価 を、教育、研究および管理運営のすべての活動

に対 して総合的に行なう必要があると思われます。

このような観点から、本学で も、教官の教育およ

び管理運営への貢献度 を評価するための具体的方法

を検討する準備をはじめてもよいのではないかと考

えられます。教育および管理運営のいずれの場合で

も、評価は定量的に具体的な数値で表す必要があり

ます。

1.教 育活動に対 する評価

総合生命科学など複数の教官が関与する授業科 目

をまとめるコーディネーターの役 目は重要です。総

解剖学第二講座 教授 松 嶋 少 二

合的な授業科 目が本来の成果をあげることができる

か否かはコーディネーター次第でほとんど決まると

いってもいいでしょう。 したがって、これを担当 し

た教官には高い評価が与えられてしかるべきです。

一人の教官が行なう講義 ・実習の場合は
、実施され

た時間数を評価の対象とします。この場合、履修要

項に記載されている時間ではなく教官が実際に行なっ

た時間を用います。さらに、学生の各教官に対する

評価 も当然考慮する必要があ ります。

2.管 理運営活動 に対 する評価

現在本学にある各種委員会の重要度、年間開催回

数などを考慮 し、委員会の順位 を決めます。入試 ・

教務 ・厚生補導等の委員会は当然上位にランクされ

ます。順位に応 じ点数を与えます。動物実験施設、

実験実習機器センター、RI研 究施設、情報処理セ

ンター等の各施設の長、学年担当、入試問題作成を

担当する教官などには高い評価が与えられます。

3.評 価の活用

これらの評価の結果をどのように活用するかはもっ

とも重要です。評価の結果が適正に活用 されなけれ

ばその価値は失われます。近い将来、本学において

も講座研究費の配分方法がこれまでとは変る可能性

があると聞いてお ります。教育や管理運営への貢献

度のほかにさらに研究業績評価 を加えた総合的な業

績評価が、研究費の配分の際の参考資料 として用い

うるほど正確 なものになれば、教育、研究、管理運

営の三者のバランスは明らかに改善されると思われ

ます。

本文をまとめるにあた り、この方面のエキスパー

トで、 「教官の総合的業績評価」の問題 を検討す る

北大の全学的組織の責任者でもある北大医学部阿部

和厚教授の関連論文2篇 を参考にしました。わが旭

川医科大学が全国一の特色ある医科大学として高 く

評価 される日が訪れることを期待 してお ります。
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一 一 自

守 出書 求 真

細菌学講座 教授 東 匡 伸

昭和48年(1973年)9月25日 、紛糾 した 「国立学

校設置法等の一部改正案」(所 謂"筑 波法案")が

半年遅れで参議院本会議で可決成立 し、9月29日 に

同法案が公布施行されたのにともない、同日付で、

私は本学細菌学講座担当を命ぜ られた。爾来26年

6ケ 月、無我夢中で教育 ・研究に従事 し、こ・に定

年退官を迎えるに至った。文字通 り、光陰矢の如 し

の26年6ケ 月であった。同僚教官、教室構成員、事

務官、そうして学生、卒業生諸氏の、数限 りない多

くの方々のご協力を戴 き、私の人生における社会的

役割 を終えることができたことに、心からの御礼 を

申し上げ度い。

こ・に、最終講義で使 った表題 を再 び使わせて
でんkwう

戴 く。「守拙求真」は、彫刻家平櫛 田中氏(1872～

1979、 東京芸術大学名誉教授、1962年文化勲章受賞)

が、生前愛 されていた言葉である。木彫刻の真髄を

極められた氏も、生涯、自らの技を拙ない ものと見

つめ、より遥かな美の真実を求め続けられた。氏の

彫刻とこの言葉に接 して、私は大きな感動を覚えた。

常に自己に厳 しくあれとの教えである。

旭川医科大学において教育に携わってきて、今日

此の頃想うことは、1期 生から凡そ10期生の頃まで

は、私は教育に喜びを覚えていたことである。"自

ら学ぶ"態 度が、各学年に瀕っていたと思う。特に

強 く印象に残っているのは、1期 生、2期 生の数名

が、期末試験で合格点に達 していなが ら、己が満足

する結果を示 し得なかったので、再試験を受けるこ

とを願い出て来たことである。私は彼 らに、「点取

り虫」になるなと忠告 したところ、彼 らは 「点取 り

虫ではあ りません。自分の実力を試 したいのです」

と言ったので、「再試験で90点 以上取 らない と留年

させるぞ」 と言い渡 して、再試験の受験を認めた。

結果は全員90点 をクリアー し、最高点は98点であっ

た。満点を与えてもよかったが、敢えて小さなミス

で2点 減点 したことを想い出す。この様なことばか

りではなく、当時の学生諸君の多 くが、各自思い思

いの講座 ・学科 目の研究室に、放課後出入 りし、教

官と語 り合い、教官の研究の見学や手伝いをし、ま

た、小さなテーマを与えられて、研究らしきこと(?)

に熱中 していた。

しか るに昨今の学生 には、最低の努力で、最低の

合格点 を取 って進級 するこ と、所謂"低 空飛行"で

卒業す ることを願 っている(?)学 生があ ま りに も多

い 。因み に、今年の細 菌学期末試験の最低合格点 も、

下 げざるを得なかった。この現状 を嘆かわ しく思 っ

ているの は、私独 りであろ うか?

すべての学生諸君は優秀 な頭脳の持主である。 し

か るにその頭脳 を使 うことをせず 、唯 々安易 な道を

選 ぼ うとしてい る。世に名高い非凡 なる才能の持主

は別 として、所謂秀 才 と称 される学生 も、劣等生 と

蔑 まれて いる学生 も、同等 の頭脳の持主であ り、唯、

己に厳 しいか否か 、意欲があるか否か、努力 してい

るか否か の違 い と、私 は常 日頃か ら信 じて い る。
"自 ら学ぶ"厳 しさと意欲 と努力 の違いであ る

。単

に講義 ・実習 をpassiveに 受 け るの で はな く、 そ こ

に疑 問点 を見出 し、activeに"自 ら学ぶ"こ とな く

して、学ぶ ことの面白 さは生 まれず 、意欲 も生 まれ

ない。学生諸君 は面 白 く教 えて もらうこ とを要求す

るが、面 白 く教 えて もらっ て学 ぶ?冗 談で はな

い!先 達が刻苦 して知 り得た 自然 の理 を、面 白お

か し く教 えて もらって学ぼ うとは、言語道断である。

先 達が苦 しみ知 り得た 自然の理 を、 自ら苦 しんで学

ぶ ことな くして、自然の理を本当に理解で きようか?

己に甘 く、意欲 と努力の喪失の原因は どこにあ る

のであろ うか?家 庭 を含めた社会環境 の変化 によ

る一般現象一 現代の甘 えの構 図一 が大学 に持 ち

込 まれ てい るのか?大 学 にお ける カ リキ ュ ラム

(人 的資 源、教育媒体 を含む)に 問題 が あ ったので

あ ろうか?

昨年 か ら、本学の カ リキュラムの大改革が なされ

た 。tutorialとearlyexposureの 教 育 シス テ ムが

大 き く盛 り込まれ、各教科 目も総合生命科学 として、

大 きなテーマに統合 されてい る。すばらしい改革で、

カリキュ ラム作成 に尽力 された教育課程編成小委員

会(2号 小委 員会)の 先生方の御努力に、心か らの

敬 意 を表 し度 い。この新 カ リキュラムに よって、学

生の"自 ら学ぶ"自 己に対す る厳 しさと、意欲 と努

力が生 まれる ことを、退官 に当 って、心 か ら期待す

るものである。
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退 官 に あ た っ て

小児科学講座 教授 奥 野 晃 正

私は昭和49年4月 に旭川医科 大学 に参 りま した。

以来16年 余 を助教授 として過 ご しま した,,教 授職 を

務 めたのは10年 弱に過 ぎませ ん。最初の研 究室 は旭

川市 、Z病院 に間借 りを した暫定施設で、仕 事は小 児

科学講座の基本設計を考 えることで したfl現 在 の医

大宿舎C棟 に寝 泊 まりし、朝 には暫定施設に出かけ

ます 。午後は会議のため緑が丘の大学管理棟 に呼 び

出 され ます。近 くに食堂 はあ りませんで したか ら、

夜 は再 び街 まで出かけて夕食 をと り、その後医 大宿

舎に戻 るとい うこ とも度 々で した。研 究棟 がで きあ

が り、宿舎 、市立病 院、大学の間 を行った り来 た り

せず に生活で きる ようになったときの嬉 しさを今で

も思 い出 します,,

機 器セ ンター整備の一環 と して、放射性 同位 元素

研究施設 をつ くるこ とにな り、第 ・種放射線取扱1三

任 者の試験 を受 けることにな りま した。僅 か3か 月

ほ ど泥縄式の勉 強を して、8月 の猛 烈な暑 さの なか

で、脂汗 と冷や汗を流 しなが らの受験 で した。 ど う

や ら合格 し、.i,時の山田守 英学長が大変喜んで下 さっ

たこ とは懐 か しい思い 出です、,開設 当時か ら ・緒 に

仕 事を した技官達 とは今で も仲間意識があ り、遠慮

のない話がで きるので時 々無駄話を しに行 くことが

あ ります、,気持 ち良 く仕事が出来る雰 囲気 はこれか

らも続 くことで しょう。現在は様 々な機器が所狭 し

と並んでい ますが 、 当時 は建物が出来て も測定機器

は少 な く、口の悪 い先生か らダンスホ…ルにで も使

うのか とか らかわれた もので した。

附属病院開設に先立 って診療記録 の様式 について

の議論があ り、各科の助教授 、看護婦 、事務官の共

同作業で、一患者 ・一診療録 の考えか ら現在の診療

録 を作 り ヒげ ま した 。 ・患 者 ・ ・診 療 録 のPOS、

Sぐ)〈Pの システムは、'F成2年 に病 院が オーダ リン

グシステム を採川す る際 にも役立 ち ました、,実際 に

附属病院が開設 されたのは昭和51年11月 です、,小児

科の最初の当直 を引 き受け ま したが、患 者に異常 の

起 きようはず もな く、瞬間湯沸か し器の種 火をつけ

るのが唯 ・の仕事 で した,,

小児科では低 身長の患 者 を中心 に内分泌疾患 の診

断 と治療 に力 を入れ ることに しま した。 ヒ ト成長 ホ

ルモ ン製剤が使用で きる ようになった時期に当た り、

開院 と同時に次々 と成長ホルモ ン分泌低 ド症 の患者

が 入院 し、治療 を始める ことが で きました、,それ以

来 、成長ホルモ ン分泌不 全の患者が 多数集 ま り、全

国的に注lfさ れる ようにな りました。 この ような患

者 を長期間にわた り経過観察 した糺 果、最近 になっ

て幼児期か ら思春期 にいたる ド乖体 ・性腺 系の成熟

について論 文をまとめるこ とが 出来ま した。

小児の肥 満が社 会的に問題 にな り始めたの も、大

学創設の時期 とほぼ・致 します 。小児の肥満が将 来

の成人病 につなが るこ とか ら小児成 人病 と呼ばれる

ようにな り、 さらに最近 は小児か ら老 人 まで を含め

て生活習慣病 の名称が 用い られ るようにな りました、,

初期 は小児肥満 の疫学調 査か ら始め 、保健行政 との

関わ りも多 くな りました。厚生 省の班研究 に参加す

る中で、幼 児の体型 を縦 断的 に評価する方法 として、

身長 と体重 の関係 を数式化 し、 さらにグラフ化す る

ことを提案 し、母子健康手帳 に採川 され ました。新

しい母子健康手帳 に 「幼児の 身長体重 曲線 」が掲載

されてい ます,,こ の ような ものが欲 しか った とい う

声が多 く、小児保健 に役立 って い ます。

最 近の2年 間は心 身症の調査 と対策 に取 り組み ま

した。平成12年 度 には沖助教授 を中心 に全国調査の

まとめ をす る予定 です,,社 会的 に関心の高い問題で

す、,立派 に まとめ て くれ る もの と期待 してい ます、,

学 内の皆様 の支援 をお願い します。

振 り返 ってみ ると学内の多 くの方に助 け られ、教

室の若者たちに助 け られた26年 です,、有 り難 うご ざ

い ました、,
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細 胞 ・DNA・ 蛋 白の 狭 間 で

生化学第二講座 +R鈴 木 裕

昨年8月111付 で生化 学 第二 講座 の教授 を拝命

いた しま した,私 は昭和56年3月 東 京工 業大学総

合理⊥1学研 究科 生 命化学専 攻 博士 課 程 を修 ゴ し、

BQstonBiomedicalrLesearchInsLiしutcの 研 究 貝

を経て、昭和60年11月 本学 ・生化学第二講座に助予

として赴任いた しました。 大 学院 とBostonで は 、

'ド滑筋収縮制御の分r機 構 、特 に ミオシ ンの分 ア特

性 について研究 を行ない ました。本学では、前教授 ・

金沢徹 先生の御指導 の もと、小胞 体.2iC,a.ポンプの

研究 を行 なって現在 に至 ってお ります。蛋 自こそ変

わ りま したが 、 共にATPを 利用 したエ ネル ギー変

換系で 、その分 子機構 につ いて研究 して まい りま し

た、、

細胞 には様 々な イオ ン輸 送系が存在 して、細胞の

生存 と機能に必須な イオ ン環境 を整 えてい ます。そ

の 中で も、ATPをa_ネ ル ギ ー源 と して 小胞 体 に

Ca21を 汲み ヒげるのがCa21ポ ンプです。Cバ+は 細

胞機能発現の スイッチの役割 を果た してい ます。小

胞体 に蓄 えられ てい るCa21が チ ャ ンネル を通 して

細胞質 に流れ込 むことによ り、例 えば筋 肉では収縮

が始 ま り、Ca'}が 再 びポ ンプに よ り小胞 体 に回収

されるこ とによ り、弛緩 します。細胞 の種類 に依存

した独特 で巧妙 なCa`+シ グナ ル、 例 えば受精 の瞬

間 に卵 了・で見 られる よ うなCa21ウ ェー ブ、 の形成

もまたチ ャネル とポンプの共同作 業に よってな され

てい ます。一 方、 高濃 度 の細胞 質7LC.a+は 細胞 毒 と

なって細 胞 死 につ なが って しまい ます 。 細 胞 質

Ca'レ ベルの調節 は この よ うに細胞 に必 須 の課題

です。 また ご く最近 、Brody病 やDarier病 の原 囚

はCa2+ポ ンプ遺伝/の 変異であ ろうと報告 されて 、

細胞Ca21代 謝の僅 か な乱れ が重篤 な病態 につ なが

る事が示唆 され、遺伝 子変異 とポ ンプ機 能異常 との

関連 を解明す ることが急務 になってい ます。

現在 では、細胞 中の特定分子の挙動 をある程度観

察で きるようにな り、また 、DNA・RNAに つ いて

の詳細 な情報が入f可 能 となって、細胞 機能の仕組

みをか な り深 く推察で きるようにな りしまた,,し か

し、実際 に細胞の機能 を司 っているのはDNAに よっ

て設計 され発現 した個 々の蛋 自であ り、従 って これ

ら蛋白の機能 とその メカニズムを理解す ることな し

に、細胞機能 について語るこ とはで きません。いわ

ゆる蛋 自屋 さん 、酵素学 ・速度論屋 さん、 といった

タイプの生化学者は ご く限 られた種類の蛋 白 ・酵素

について深 く追求す るがゆえに、現代の流れか らは

少 し離 れた存在 と して とらえ られが ちです。生化学

の 〔引1『誌JournalofI3iologicalChemistryや

Bi(:)chemistryで も、細胞 レベ ル の観 察 やDNA・

RNA解 析 の論文が急増 し、逆 に蛋 白化学 ・酵素 学

的な論 文は激減 してい ます。蛋白 ・酵 素について深

く理解す るための膨 大な種類 の実験 を行 なってい る

時間がない というの も事実か も知れ ませ ん。

個体 ・細胞 、DNA・RNA、 そ して蛋 白 ・酵素 と

いった全ての レベ ルか ら総合的に生 命現 象について

解析 を進めるこ とがで きる大 きな ラボは別 として 、

普通は 自分達が どの レベ ルをギ体 として研究 を進め

るか 、ある時点 で決断 しなければな りませ ん。私達

は、個体 ・細胞 やDNA・RNAに ついての情報 を基

礎に 、遺伝子L学 や細胞分 子生物学 などにおける最

新の 手法 も駆使 して蛋 自の構造 と機能お よびその異

常 についての理解を深め、それ を蓄積することによっ

て、細胞 機能 と病態 につ いての理解 に貢献 したい と

考 えてお ります、、

毎 十曜の8時30分 か ら昼 まで行 なわれるオープ ン

セ ミナー には 、現 在、数名の本学学生の 方々や、北

大 、教育大、名寄短大な どか ら先生方、大学院生が

参加 してお られ ます。興 味のある方 はどうぞ気軽 に

お訪ね ドさい。蛋自の構 造 と機能 、メカニ ズム、機

能異常の解析 とい う、地道で難 しい 、 しか し不uJ欠

で深遠 な研究 に興味 を抱 いて くれる仲問が増える こ

とを心か ら期待 してい ます。大発見の女神が微 笑む

一瞬 を逃 さぬ よう
、そ して、発 見 した現象 に関 して

は緻11に 実験 を進めてその意義 を明 らか に し生命現

象を理解す るよう、,r張 り切 ってい ます。本学 に

おいて も、教育や研 究 を取 り巻 く環境 は大 き く変化

してい ますが、講座全員 、本学 のために努力 してい

く所存でお ります、,ご指導 ご鞭捷賜 ります ようお願

い申 しrげ ます。
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教 授 就 任 挨 拶
一全人医療 と予防医学一

衛生学講座 教授 吉 田 貴 彦

2000年1月1日 付けで衛生学講座を担当させてい

ただくこととなりました。私は小樽で生れ育ちまし

たが、神奈川県での生活が長 く23年ぶ りに北海道に

戻 りました。1996年 の初夏に旭川で日本産業衛生学

会が山村晃太郎名誉教授 によって開催され私 も参加

しましたが、その当時には私がこの地に赴任するこ

とになろうとは夢にも思いませんでした。

今も昔 も医学部卒業後に基礎医学を志す者は多 く

ありません。私は医学部卒業後す ぐに大学院に入 り

衛生学の道を選びました。私が衛生学を選んだ理由

は2つ あります。一つは現代の臨床医学が専門化 し

すぎ、患者全体を対象として接する全人医療がなさ

れ難いことへの反発で した。しか し、せっか く学ん

だ医学を活かしたいという思いが残 りました。そこ

で病を得た患者ではないにしろ生身の人間と接する

機会のある衛生学に可能性を探 りました。もう一つ

は、私の成育環境です。私はクリスチャン ・ホーム

に生まれ育ちました。父は研究生活を望んだそうで

すが祖父の願いで小樽の地に開業 していました。40

周年となった昨年7月 に閉院するまで、弱みを負 う

患者の立場に立った奉仕精神に基づ く全人医療 を実

践する姿を見ることが出来ました。クリスチャンで

あることがなさせた業かと思います。この父から時々

に予防医学の大切さを聞かされてお りました。誰し

も人間は健康であ りたいと願い、病気になりたくな

いのです。WHOの 定義にあるように、健康は身体

的、精神的な要因だけでなく経済的要因によっても

害され、また病気になると経済的に困窮 します。す

なわち病気を予防することが最 も人間の幸福に貢献

できると考えることが出来ます。あらゆる意味で弱

い立場にある者が健康 を害 しやすい事実があること

から、そのような人々に奉仕で きる予防医学 として

の衛生学にや りがいを見出そうと思いました。

さて、旭川医科大学の創設から四半世紀が過 ぎま

した。この間、医療を取 り巻 く環境の変化や少子化

にともなう受験生の減少など医学部が直面する状況

は厳 しさを増 し、生 き残 りをかけた変革の時を迎え

つつあ ります。旭川医科大学で も具体的に様々な試

みがなされ始めています。旭川医科大学が患者や社

会から評価を得て存在意義を認め られるために必要

な条件を総論的に言 うならば、より良い医療人を輩

出することに尽 きると思います。ここで、私が教育

に携わってきて気がついたことを述べてみます。最

近の学生 さんは知識を詰め込むことに躍起となり、

ともすれば暗記に走 りがちに思えます。 しか し、コ

ンピューターが発達 した現代では人間がい くら努力

しても暗記に関 してコンピューターには敵いません。

しかし暗記力に優れたコンピューターでも患者を診

察 し治療方針を決定することは出来ません。コンビs一

ターは病態(病 気の状態)を 診断 し、それに対応 し

た治療方針を選択するだけです。そこには対象 とし

ての患者が存在 しません。一方、医師は患者を人間

全体 として とらえることと、人間的思考をすること

が出来ます。これによって初めて、生身の人間であ

る患者の正 しい診察と治療方針の決定ができます。

学生さんは無機的で非人間的なコンピューターが行

う暗記 と病態のみを見て患者を診ない態度に走るべ

きではあ りません。患者を診て教わることの方がは

るかに大きな意味を持ちます。また、今 までに培わ

れた学問としての知識や技術、先輩医師の教えや行

動は尊重こそすれ、何の疑いもな く暗記、模倣すべ

きものではなく、自分な りの思考を加えることが必

要です。そ して何よりも患者の人格 を含めた人間全

体に対応で きる全人医療 を身に付けることが大切で

しょう。学生さんは、人の苦 しみを理解 し、苦 しみ

か らの解放と苦 しみの予防のために、人々に奉仕で

きる医療人となり、臨床、予防医学、医療行政、教

育、研究の現場に赴けるように努力すべ きです し、

教員はそれを助けなければな りません。旭川医科大

学がこのような医療人を多 く輩出できるならば、お

のずと道は開けると思います。私 も良い学生 さんを

育て られるよう微力ながら努力 させていただきたい

と願っています。
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就 任 の ご挨 拶

心理学 教授 高 橋 雅 治

昨 年12月 よ り本学一般教育心埋学 を担'liす ること

とな りました。現在は、4月 か ら始 まる講義 と実習

を充実 させ るための準備 に追われてい ます 。本稿で

は、 自己紹介 を兼ねて就任の ご挨拶 を申 し上げます。

旭 川は、小学生の頃住んでいた こともあ り、私 に

とってな じみ深い ところです。研 究室 の窓か ら大雪

山の美 しいlli並み を眺めている と、町外 れの野lllで

⊥占虫 や魚の採取 に熱中 していたH々 が昨 日のこ との

ように思い起 こされ ますC,

高校時代 を仙台で過 ご した後、大学進学 のため再

び北海道 に戻 って きま した,大 学 では、多 くの研 究

者た ちが様 々な研 究に取 り組 んでいるこ とを知 りま

した。 さらに、大学院では研 究の面白 さに強 く惹か

れ るようにな り、科学 的な問題の解決 に対す る研究

者の熱中は 、昆 虫や魚の採取 に対す る子供 の熱 中と

類似 しているのではないか、 とさえ感 じるよ うにな

りま した,こ の時期に科学 的な問題 の解決 にt一分 に

熱中する ことがで きたこ とが 、その後研究 者の道 を

選ぶ ことになった理由である と思 ってい ます。

ところで、問題解 決についての心埋学的 な研究で

は、「試行 錯誤」 と 「洞 察」 とい う考 え 方が古 くか

ら重要視 されて きてい ます 。ここで、試行錯誤とは、

あ りとあ らゆる方法 を試みるこ とによ り適切 な解決

方法 を発見す る行動 です。た とえば、チ ンパ ンジー

が実験室 内の天井の高い所 に吊 され てい るバナナ を

とるために、 ジャンプす る、床 に置 かれた箱 にの る

等の様々な行動 をひ とつひ とつ試す こ とによ り、最

終的に天」トのバナナを とるための右効 な方法 を発見

する とい う行動 がこれに相 当 します。

また、試 行錯誤 の過程で 、箱 を動かす 、箱にのる、

ジ ャンプする等 の様 々な行動 を十分 に体得 してお く

と、それ らの行動 を うまく並べ替 えることによ り、

全 く新 しい解決方法が生 まれ ることがあ ります。 こ

れを心埋学で は 「洞察」 と呼 んでいます。た とえば、

チ ンパ ンジーは、天井のバナ ナをとる場面で、突然、

部屋 の隅 に置か れている箱 をバ ナナの真下の位置 ま

で移動 し、その箱 の上 にの って、そ こか ら手 を伸 ば

してバナナ をとる、 とい う行動 を示す ことがあ りま

す。試行錯誤 と洞察の関係 は今で も心理学 の重要 な

研 究テーマですfl
一方

、人間の問題解決 には、 「教示 に よる解決」

も含 まれてい ます。教示 による解決 とは、解説書 を

読んだ り、その問題 に精通 した人間に有効な方法 を

教 えて もらうことによって 、問題 を解 決す る行動で

す,,た とえば、昆虫採集の得意な友達 に取 り方の コ

ツを教 えて もらう行動が これ に相当 します 。

教示 に よる解決の メ リッ トは、なん といって も効

率が よい ことです。何故 ならば、無駄 な行動 を行 う

ことな く川題 を解決す ることがで きるか らです,,し

か し、教示 に よる解決 は、事態 の急激 な変化 に対応

で きない、 とい うデ メ リッ トを持ってい ます 、,たと

えば、友達 に昆虫の上手 な取 り方 を教 えて もらった

と して も、その 友達 がい ない時 に 、何 らかの 原因

(た とえば気 象の変化等)で 、教 えて もらっ た採 集

方法が通用 しな くなって しまうと、 もはやお 手上げ

です、,

一方 、試行錯誤で覚 えた行動 は、 ・日.形成 された

後 も変動 しやす いため 、場面の変化 に対応 しやすい

ことが多いよ うです。た とえば、ある時点で今 まで

の昆 虫採集 方法が通用 しな くなる と、問題 を解決す

るために、 さらに多様 な行動が 自発 され、その中の

どれかが新 たな解決 に結びついて行 くわけです。

科学 的研究で は、 これ らの解 決行動 のバ ランスが

重要です 、,どの分野で も、た くさんの知見が論 文と

い う形 で累積 されてい ます。ですか ら、そこに書か

れている教示 に従わず に、すべ て を試行錯誤や洞察

に頼 って解決 しようと して も、研 究は遅 々 として進

み ませ ん。 しか し、教示に頼っているだけで は、先

人の研究 を多少変 えただけの、いわゆる二番煎 じの

研究 しかで きません、,独創的な研究 によって新 しい

知識 を生み 出すため には、試 行錯誤や洞察 による研

究が どうして も必要 とな ります 。

科学 的な研究 は、面白 くや りがいが ある反面、 し

ば しば効率が悪 く、かつ、先 の見えない厳 しい道で

もあ ります。11q月か ら担'11す る講義 と実習で は、そ

の ような研究の面白 さと厳 しさの両 方を学生のみな

さんに伝 えることがで きれば と考えてお ります。皆

様 のご支援 とご協力 をよろ しくお願い中し トげます。
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薩嚢三露 轟 垂甕轟
医学科第1学年 後 藤 祐 也

四月か ら旭川での大学生活が は じまった。 この一

年の生活 は 目新 しい ものが多 く退屈 しない一年だっ

た と思 う。

平成11年 度か らの新 カ リキュラムで1年 目か ら専

門的なこ とを学んで きたの だが、理解 した り覚 えた

りするこ とは とて も難 しくか な り苦労 した。

講義等で学んだこ とも多い と思 うが、 この一年 、

最 も自分のためになったの は、た くさんの人 との出

会 いだと思 う。大学 では部活の人で も同 じ一年生の

人で も全国か ら集 ま り、年齢 も今 までの経歴 も様 々

な人がい る。中には考 え方の合わない人 もい るのだ

が、どんな人であって もその人か ら教 わることはた

くさんある と思 う。今 までの 自分 の考 え方 を見直す

こ とも何 度かあった。たった ・年 で も多 くの人 に会

うことがで きた。大学 を卒業す る まで にた くさんの

⊂====二 ニー

人に出会っていくのが楽 しみだ。

来年度からは今年度以上に専門的な勉強が増えて、

大変になっていくのだろう。一年を終わる今になっ

て、やっと普段からの勉強が大切であることがわかっ

てきた。入学 した頃は、少 しずつでもいいから普段

から勉強をしようと思っていたのだが、部活などを

しているうちにその決意はどこかへいってしまって

いた。最初の意志を貫 くことは難 しいことも実感 し

た。こんな講義は必要ないと勝手に投げ出しそうに

なったこともあったが、どんな勉強でも、一生懸命

やることで、いつか自分の気がつかないところで役

に立つこともあると最近思 うようになってきた。昨

年決意 した思いを今年は実行 していきたいと思う。

この一年間を振り返ってみて、学ぶことも多くあっ

たが、改善すべ き所 も多く見つかった。これからの

大学生活で何度 も自分自身を見つめなおすことが大

切だと思 う。人 との出会いや大学の講義でさらに自

分 自身を向上させてい きたいと思う。

一一一=⊃

襲毒難醸
鷲　漁

医学科第1学年 高 見 麻 衣 子

入学 してから早 くも1年 が過ぎようとしています。

毎日が何かと忙 しく、本当にあっという間の1年 間

で した。

私は北大の医療短大を卒業後、検査技師としてあ

る脳外科に就職 しました。しか し実際病院で苦 しん

でいる多 くの患者 さんに接 し、技師として自分がで

きる仕事に限界 を感じて、「行動は早い方がいい」

と医大受験 を決めてしまいました。仕事をやめるわ

けにもいかず、結局去年の3月 まで働 きましたが、

毎 日患者さんに接するたび医師になりたいという気

持ちも強 くな り、運良 く1年 で合格で きました。

医大に入学 した時は、「1年 目だからほとんど教

養科目だろう、早く進級したいな」と少なからず思っ

ていました。でも今年から新カリキュラムとなり、

早 くか ら臨床の内容に触 れる講義 が多 く、 とて も充

実 した授業内容で した。多 くが医療短大 で学 んだ事

だったので、再 び違 う先生 に習 うこ とによ り、知識

の定着 をはかる ことがで きま した。

特 に印象 に残 った授業 は、やは りチュー トリアル

です。デ ィス カッシ ョン形 式の授業 で、少 人数 で調

べた事 や疑問点等 を話 しあ うことに より、 自分 の勉

強不足 を実感 で き、 自己学習へ とつなが りま した。

受け身の講義 よりも、学生が直接参加で きる形のチュー

トリアルの方が楽 しい し、知識 もよ く身につ くと思

い ます。 もう3年 次 までない とい うこ となので 、と

て も残 念なのですが …。

6年 間の学校生活 は長そ うですが 、こう して毎年

1年1年 が あっ という間にす ぎ、案外短かいのか も

しれ ませ ん。1日1日 を大切 に して勉 学 に励 み、 よ

き医師を 目指 して頑張 ろうと思い ます。
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驚黛…欝 蒋 繋罫、讐 関欝噺羅 羅
臨 謡翻

看護学科第1学年 酒 見 佳 奈

九州人の私にとって、北海道は憧れの地で した。

そんな土地で、いっぱいの雪や友達に囲まれて、も

う一年がたとうとしています。その前、大勢の先輩

の部活の歓誘に圧倒されながら入学 したばか りなの

に、今ではもう新歓委員 となって仕事をしています。

一年がこんなにも早いと感 じるのは、私とって充実

していたからかもしれません。憧れの北海道に住み、

すばらしい友達や先輩に出逢い、様々な体験ができ

ました。新歓合宿で潰れたり、初めてスキーをした

り、部活で皆 と勝利を喜びあったりと、私にとって

新鮮な経験ばか りでした。講義の方でも、解剖の実

習 ・ユニフォームを着用 しての実技や実習などは興

味深いもので した。新 しい事ず くしの一年であった

し、様々な事 を考えさせ られる一年でもありました。

初めて親元を離れたことで、両親のありがたみが分

かった し、自分の事について考える時間が多い年で

もあ りました。この一年で私は自分がどれだけ成長

したのかは分かりませんが、この恵まれた環境で様々

な事を吸収 し、そして卒業する頃に入学当時の自分

を振 り返って成長したなあと自分で思えるようにな

りたいです。そのためにも一 日一 日を大切に充実 し

た学生生活を送れるようにこれからより一層努力 し

ます。

最後に、私が充実 した生活を送れるのは私を支え

てくれる人がいるからという事を忘れないようにし

なければならないと思います。私を北海道にまで出

させてくれた両親、私の事 を支えてくれている友達、

様々なア ドバイスをくれる先輩方に感謝しています。

この一年だけでなく残 りの三年間も充実 した生活を

送ることがで きるように、そ して私を支えて くれて

いる人に感謝することを忘れる事な く有意義に過ご

したいと思います。

⊂====二 二二========二 二===一 一
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看護学科第1学年 吉 永 ひ い な

会社 をやめて、大学生 になった この一年間 と言 え

ば聞 こえがいいか もしれ ないが、実際の私は全 く違

う。

進学 したい と思 いなが ら続けていた浪人生活に挫

折 。 フリー ター とプータローを繰 り返す 日々 を過 ご

していた。

そ して就職 。ある病院で医療事務 と して働いた。

そ こで医療現場 を見 た。何 もか もが衝撃的だ った。

命の尊 さ、停 さを感 じる うちに、自分のや りたい こ

とと事務の仕事のギャップが次第に大 きくなっていっ

た。その うち、看護婦 にな りたい とい う夢 を思い出

し、 「今 しかない」 とい う思いが とて も大 き くな っ

た。9月 末 に辞表 を出 し、一 か八 かの賭 に出た。世

の中は就職難 だ。 も しダメだった ら、 またゼ ロか ら

のス ター トになるとい うことも覚悟 した。

私の執念に負けたのか、その賭が吉と出て、私の

大学生活がはじまった。大学には、私の予想をはる

かに超 える素敵なことがたくさん待っていた。

一人一人名前 をあげて紹介 したい くらい最高の同

じ看護を学ぶ仲間たち。時には厳 しく、熱意を持っ

て接 して下さる先生方。完成 したばか りの看護棟。

テス ト前に仲間たちと集まっての勉強。サークルで

の先輩たちとの交流。どれもこれも私がずっと夢見

ていたことだった。こんな一年を過ごせるとは、前

の私には全 く想像つかないことであった。

こうして一年間を振 り返ってみると、やっと何か

に辿 り着 き、自分の居場所 を見つけたような気がす

る。 「今 しかない」という気持ちを信 じて、大学受

験 を決意 して、本当に良かったと思う。

これから、あと3年 間の大学生活を自分なりに一

生懸命学び、素敵な仲間たちといっぱい笑って泣い

て過ごしていこうと思 う。
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睡 　還欝鍍鑑 工=轟 麗
医学科第5学年 和 田 直 樹

私達は、昨年10月 のOSCEを 経て、現在臨床実

習を行っています。後輩の皆 さんの中にも新聞など

で旭川医大で初めてそのような試みが行われたこと

を知っている人がいるでしょう。一体そのOSCE

を経るまでに何を学んだのでしょうか。

1つ は、血圧の測 り方、聴診器の使い方(心 音 ・

肺音の聴 き方)、 神経の診察方法などです。 もう1

つは、今 までは問診と呼ばれていたもので医療面接

の行い方です。これらも学生の間で医師役と患者役

を決め、要は 「お医者さんごっこ」をして、その中

で患者 さん側の気持ちを考えていこうというもので

した。

身体所見をとる方は正 しい知識 と方法を学び、練

習すれば出来るようになるものだと感 じました。そ

れよりも重要で難 しいのが医療面接です。患者さん

がどうして病院に来て、何に困っているのか、そし

て、どうして欲 しいのか、それを医師側が患者さん

側の立場になって考え、聞き出すことをするのです。

これは医師にとって当然なことなのですが、それが

行われていないことが実際の現場ではあるのです。

皆 さんの中にも自分が患者 として病院に行ったとき、

医師に不平 ・不満を持ったことがあ りませんか?そ

こで患者さんに不満を持たせないような医師とは?

ということを考えるようになったのです。

OSCEを クリアして現在臨床実習を行い、医療

面接を行うことがあ りますが上手 くいかないことが

多いです。実際の患者さんは個人個人性格が異なる

し、聞いて欲 しいこと困っていることも当然違うの

です。緊張 しているということもあ りますが、学生

間での 「お医者さんごっこ」と現実は違うのです。

ではOSCEは 意味がなかったのかというと全 く逆

で、OSCEを 行ったことで医療面接 を行 うたびに

患者さんの立場になったかどうかを再確認できると

思います。これは医師になってからも同じなのでは

ないで しょうか。

C
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鞭簸
麟繍鷺

医学科第5学年 節 家 麻 理 子

旭川医科大学 にOSCEが 導入 されると聞いた時、

私の心 の 中は 「や っ と…」 とい う気持 ち と、 「導

入 される学年にあたれて良か った。」 とい う気持 ち

があ りま した。他 の医 大 に通 う何 人 もの友 人か ら

OSCEの 存在 は聞いていたので、それな くして臨

床実習 に入る旭 医のカ リキ ュラムにい ささか疑問 を

もってい ました。それだけ に、私に とっては嬉 しい

報せで した。
"臨床実習序論"は

、身体学 的所見 の とり方 に関

する講義 ・実技 に始 まり、医療面接のロールプ レイ、

その他救急診 断や保健制度、臨床薬理学 な どを2週

間で学習 ・習得 し、 さらにその最 終 日にΩbjective

StructuredClinicalExaminationを 受けるとい う、

かな り内容 の濃 い、ハー ドな もので した。 しか し、

これ を通 じ私達の 中に 「とうとう臨床 に出る」 とい

う実感が湧 いたように思い ます 。

OSCEを 終 え、臨床実習に入 った今 、OSCE

の有用性 をひ しひ しと痛 感 しています。患者 さん と

の接 し方や、コ ミュニケーシ ョンの採 り方、身体学

的所見の採 り方などまだまだ未熟で、患者 さんには

不快な思いをさせていることも多々あると思います

が、これで更にOSCEが なかったら…と思うとぞっ

とします一どれだけ患者 さんに負担をかけることに

なっていたかと。

今回OSCEを 我が大学で導入 し、第一同目を終

えた今、改善すべ き点は様々見つかったと思います。

しか し臨床実習にはいり、私達 自身OSCEを 体験

できてよかったと実感 しています し、なにより患者

さんに少 しは 「最近の医大生は何かが違 う」と感 じ

ていただけているのではないかと思います。今年度

の反省を踏 まえ、来年度は更に充実 したOSCEに

なることを願っています。そのためには、なにより

学生の意識が大切です。私達の学年が良い手本となっ

ているかは私達 自身には判断 しかねますが、少な く

とも"臨 床実習序論"が 始まり意識が一変 したこと

は下の学年にも伝わっていることと思います。せっ

かく始 まったOSCE、 これか らも是非継続 して頂

きたいと思います。

最後に、無知の私達に、お忙 しい中時間を割き、
一から熱心に教えて下さった諸先生方に深 くお礼を

申し上げたいと思います。
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退職にあたり開設当時を振り返って

保健管理センター 保健婦 玉 川 憲 子

昭和59年4月12日 、保健管理センターが設置 され、

所長代理 に副学長 の石井兼央先生が就任 され、5月

保健婦 として採用 にな り、この3月 定年退職す るこ

とにな りました。振 り返 ってみ ます と、まだ建物 も

な く現在 の医療研 で使 っている室が保健室で、そ こ

で スター トしました。8月 初代所長 に保坂教授が発

令 にな り、5科 の非常勤 医 も発令 され 、翌年3月 カ

ウ ンセラーの酒木講師が着任 、 と同時 に建物が竣工

し、ようや く体制 が整 い ました。健康相談 日は、内

科が毎週水曜 日の昼休 み、他 は精神科 ・整形外科 ・

眼科 ・耳鼻咽喉科 で月1回 で した。開設 当初 よ り春

か ら夏迄は、5・6月 の感 冒 とスポーツ外傷。10・

11月 と1・2月 は感冒又はイ ンフルエ ンザの流行で、

高熱者が出 る度に内科 医に電話 で応急手 当の指示 を

受け 、先生 の手がすいた時に診察に来て下 さった り、

担当医がい ない時は、医局で責任 を持 って対処 して

下 さる等 、先生方 には大 変御協 力を戴 きま した。又

病気や怪我で本人が動 けない時 は、セ ンターが2階

にあ るため学生課の方々に来て もらい、担架で1階

に降ろ し、ス トレッチ ャーで病 院へ運ん だ り、常 食

が食べ られない学生 には、学生食堂 にお願い して、

おかゆを作 って もらう等 多 くの皆様 に御協力 を戴 き

ま した。因み に初年度の利用者 は 、2,350人 、60年

度、3,697人 、61年 度、4,609人 と増 加 して ゆ き まし

た。毎 日の業務 に追われなが ら、感 冒や怪我で気軽

に利用 して もらう事が 、セ ンターの敷居 を低 くする、

それが大切 だと酒木先生 と話 し合 い ました。現在は

歴代 の所長 を中心 に関係者 の努力 に より、毎 日昼休

みに来所す れば、医師の健康相談 、応急手 当が受け

られ ます。私 に とって、青年期 の唯中にいる皆 さん

と関われた16年 は、人が 自立 してゆ く中で 、喜 び、

悲 しみ、苦 しみ 、悩み なが ら成熟 してゆ く、大学生

だか ら持 てる贅沢 な時間 に寄 り沿 うことだった と思

い ます。 どうぞ健康 に留意 され、人 を愛 し、心優 し

い医療 人になって下 さい。最后 にセ ンターの関係者

は基 よ り多 くの方 々に暖かい御指導 ・御協力 を戴 き

本当に有難度 うございま した。

一 一=====⊃
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蹴齢麟瀧灘 案麟睾蝦 一 欄
内科学第三講座 助手 薦田 知史

医局 長 とな ってか ら、第三 内科 が どの よ うな講 座 ・診 療 科

であ るのか 、閥わ れ るこ とが 多い 。私は 自分 の医局 を紹 介 す

る と き、いつ も使 う言葉 があ る。 そ れ は 、 「懐 が 深 い」 とい

う言葉 であ る。

第二 内科 の 「懐 の深 さ」の ひ とつ は、診療 ・研 究 の分野が、

消化器 病学 ・肝臓 病学 、血液 病学 ・腫瘍 学 、代 謝病 学 に 及 ぶ

ことであ る。現在 の医局 の診療 ・研 究班 の構 成 は、上 部 消化

管 グル ープ、下部 消化管 グルー プ、胆 ・膵 グルー プ、肝 臓 グ

ループ 、血液 グルー プ、代 謝 グル ープで構成 されてお り、各々

のグル ープ名か ら想像 され るす べ ての疾患 を診 療現 場で 取 り

扱 うとと もに、そ れぞ れの グ ループ に大学 院生が お り、研 究

を行 ってい る。

第三 内科 の 「懐 の深 さ」のふ たつ 目は、高後 裕 教授 の 人

脈の深 さ、コラボ レー シ ョンの多 様 さであ る。現在 、ア メ リ

カには第三 内科 よ り9名 に上 る留学生 が 派遣 され てい る。 彼

らは、それぞ れ西海岸 、東海岸 に分 散 してお り、研 究 テ ー マ

も多岐に わた ってい るが 、それ は各 々の 出身診療 グルー プの

違 いに よる。彼 らの留 学先 の教室 には、必ず教 授 を は じめ 、

各 々の グルー プのス タ ッフが 年 に1-2度 訪 問 し、共 同研 究

に関 する情 報の交換 を行 っ てい る。国内で も、大学 医 局 、 民

間研究 機関 な どと多 くの臨床研 究 、基礎 研 究の分 野 で共 同研

究 を行 ってい る。

第 三内科 の 「懐 の深 さ」のみ っつ 目は、第三 内科 を構 成 し

て いる人 々の キ ャリア 、人 間性 、性格 、お よび人 生 の 目標 が

実 に様 々であ る ことであ る。第r内 科 を訪 れた方 な ら、 い ろ

い ろな 人間が 集 まってい るの を ご存 じだろ う と思 う。一例 を

挙 げれば 、シモ ネ タが 得意 なJW先 生 は 、数 年前 に東 京 人学

の大 腸腫瘍 外科 ・内科の 先生 方 に早期大腸 癌 の見 つけ方 を 講

演 して き た程 の 実 力 の 持 ち 主 で あ る し、「high-low,high-

low,3内 ハ イロー」 な どと超 音波 内視 鏡 につ い て 講 義 して

い るYS先 生 は 、ハ ーバ ー ド大学 の客 員教授 で あ る。教科 書

に載 るよ うな仕 事 をす るのが大 事 だ といつ もお っ しゃって い

る教 授の夢 は、 リタイア した ら カリ フォルニ アの海岸 に住 む

こ とら しいが 、その 日は まだ まだ遠 い。多士 済 々の第 三 内科

は 、今flも 賑や かで ある。

購
ー

、メ
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「新歓合宿」のお知 らせ

新歓実行委員委員長 藤谷 好弘

毎年恒例 「新入生歓迎合宿」を4月8日 ・9

日に今年 も行 うことにな りました。

まずは学内で、各クラブが新入生に対 してア

ピールするクラブ紹介 を行います。恥を捨てて

体をはったものから素晴 らしい演奏まで、我 目

立たんとアピール合戦が繰 り広げられます。入

部したい部活の候補がたくさんできて困ってし

まうか もしれません。

その後、舞台は神居観光ホテルへ。いよいよ

合宿 も本番。自己紹介やゲーム、上級生 との談

話を通 して交流を深めた り、さらには各クラブ

が乱入 し、一変 して新入生争奪の戦場 と化すで

しょう。最後は新入生と新歓委員で大いに、語っ

て、盛 り上がりましょう。

我々新歓委員は新入生が来るのをまだか、ま

だかと楽しみにしています。有意義な合宿に し

たいので、多数の参加 をお待ちしています。

学生証兼ネームカードのlD化 に

伴う学生証の更新について

平成12年 度か ら学生証 とネームカー ドを併用

してID化 を図り、図書館及び情報処理センター

における特別利用カー ド等の互換性をもったも

の として学生証兼 ネーム カー ドのID化 を実施

す ることにな りま した。

ついては、新学生証兼ネームカー ドを作成 し

ますので、写真(上 半身、脱帽、正面向き)を

4月14日(金)ま でに学生課に提出願います。

なお、現在使用 している学生証及び図書館利

用カー ドにつ いては、6月 以降使用不可 とな り

ます ので注意 して ください。

(学生課)

(

平成12年度 日本育英会奨学生の

募集について

日本育英会では、優秀な学生で経済的理由の

ため就学困難な者に学資を貸与 しています。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づ

き、出願者の種々の条件を考慮 して選考を行い、

日本育英会へ推薦 します。

ただし、日本育英会では奨学金貸与の種別ご

とに推薦基準が定められており、その資格があっ

ても採用枠の関係で推薦できない場合があ りま

す。

奨学生募集要項を、4月 上旬に公用掲示板に

掲示 しますので、貸与を希望する学生は、提出

期限までに所定の書類を学生課専門職員に提出

してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、

学資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、専門

職員に相談してください。

平成12年度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成12年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納

を希望する学生で、免除基準のいずれかに該当

すると思われる者は、学生課専門職員から必要

書類を受け取 り、申請期間内に提出 して くださ

いo

免除基準の概要は次のとお りです。

*経 済的理由で授業料納入が困難であ り、か

つ、学力優秀と認められる場合

*授 業料納期前6ヵ 月以内において学資負担

者が死亡、又は本人若 しくは学資負担者が

風水害等の災害を受け、授業料納付が著 し

く困難であると認められる場合

なお、免除基準及び申請期間については、公

用掲示板に詳 しく掲示 してありますのでご覧 く

ださい。また、不明な点は、専門職員に問い合

わせ願います。
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【4月 】

9日'ド 成11年 度 入学式

医学科新 人生

看護学科 新人ノ1.

看護学科 第3年 次編入学生

1

96人

60人

10人

年 の

入 学 式

22日 医師国家試験 合格発 表

本学合格者91名

合 季各 率{84.3%

19～20日 医学科新入生研 修

医学科新入生研修

22～23日 看護学科新 入生矧{1多

(於 大雪 山白金観光 ホテル)

看護学科新入生研修

【6月 】

18～20日 第25回 医大祭

医科festa'99

30日 博十学位記授与式

一開かれた扉

博一L学位被記授 与者6人

あ ゆ み

第25回 医 大 祭

【7月 】

9～11日 第461]i北 淘道地区大学体 育人会
'11番校

:北 海道大学

本 学 参 加 種ll:陸 ヒ競 技(男 女)、 準

硬 式 野 球 、 ソ フ トテ ニ

ス(男)、 バ ス ケ ッ ト

ボ ー ル(男-女)、 バ レー

ボ ー ル(男 女)、 サ ッ

プ」一一、 峠{虹技(男)、 ノズ

ド ミ ン ト ン(男 女)、

剣 道(男 女)、 弓 道

(男 女)、 ハ ン ドボ ー ル

(男)

成 績:第3位 卓球(男)

総 合 成 績:男 子7位 、 女f7位

地 区 体

7月22日 第42回 東日本医科学ノ1・総合体育大会

夏季 大会
～8月10日 主管 代表校:東 京女 子医科大学

本学 参加種 目:陸 ヒ競技(男 女)、

準硬式野球 、テニス

(男女)、 ソフ トテニ

ス(男)、 卓球(男

女)、 バ レーボー ル

(男 女)、 バ ドミン ト

ン(男 女)、サ ッカー、

バ スケ ッ トボ ー ル

(男 女)、柔道、剣道、

弓道 、空手(男)、

水泳(男)、 ハ ン ド
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ボ ー ル(男)、 ゴ ル

フ(男 女)、 ラ グ ビ ー

成 績:優 勝 バ ド ミ ン ト ン(男 子)

第3位 弓 道

【8月 】

10～25日 第33回 全 口本医科学 生体育大 会王座

決定戦

主管校:東 京女 ア医科大学

27日 外 国人留学1ヒ夏季 オリエ ンテーシ ョン(大

雪窯他)

参加者 留学生7人 、留学生家族9人

外国人留学生夏季オリエンテーション

【9月 】

8日 体育 大会(学 生 主催)

総合1位 看護学科1年

2位 医学科1年 、医学科4年

22日'1`-bk12年 度解 剖体勉t霊式

…繍

》 ・づ靴 晦

.,,�ゾ

徽轟
夢響

'11

解剖体慰霊式

30日 博i2学 位記授5一式

博十学位被記授'チ者2人

磁懸撫無

・師 耳

噌、}ザ 鷹く
甑

【10月】

2日,('一 成12年 度看護学 科第3年 次編人学 者選抜

試験

10月6日 平成11年 度 公開講座

～11月1日 「老年医学の最 前線」

(於 ニュー北海ホテル)

13日 平成12年 度看護学科第3年 次編 入学者選抜

試験合格 者発表

【11月 】

5日 本学記 念 日

27日

28日

公 開 講座

医学科推薦入学者選抜試験

看護学科推薦人学者選抜試験

【12月】

8日 看護学科推薦入学者選抜試験 合格 者発表

20～21日 スキー教室(於 富良野 スキー場)

25日 博 上学位記授 与式

博十学位被記授 与者7人

12～3月 第42回 東 日本医科学生 総合体育 大会

冬季大会

主管代 表校:東 京 女子医科大学

本学 参加種ll:ス キ ー(男 女)、 ア

イスホ ッケー

【1月 】

15～16日 平成12年 度 大学 入学 者選抜 大学入試

セ ンター試験

【2月 】

8日

10日

17日

18日

23日

25日

医学科推薦人学者選抜試験合格者発表

大学院人学者選抜試験

東 匡伸 教授最終講義

松嶋少:教 授最終講義

大学院人学者選抜試験合格者発表
'iえ成12年 度人学者選抜第2次 試験(前 期

日程)

【3月 】

2日 奥野晃IL教 授最終講義

6日 平成12年 度入学者選抜第2次 試験(前 期

口程)合 格者発表

12日 平成12年 度入学者選抜第2次 試験(後 期

日程)

16日 退官教授歓送式

22日 平成12年 度人学者選抜第2次 試験(後 期

日程)合 格者発表

24日 平成11年 度学十学位記授与式

学十学位記被授与者164人

(医学科103人 、看護学科61人)

博上学丁立言己垂受与式

博士学位被記授 与者19人
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学生団体の設立 ・継続

届けについて

平成12年 度 にお いて 、団体活動 を継続 しよう

とす る学生 団体 または新 しい団体 を設立する予

定の学 生は4月28日(金)ま で に設立 ・継 続 届

を学 生課 に提 出 して くだ さい,,

なお、継続届 の提 出が ない学生団体 は解散 し

た もの と して取 り扱 い ますので注意 して くだ さ

い。(学 生課)

教 官 の 異 動

採用12.1.1衛 生 学 教 授 古田 貴彦

辞 職12.1.15第3内 科 講i師 大 平 基 之

昇任12.1」6第3内 科 講 師 斉藤 裕輔

〔 」

O
闘口

不

旅 立 ち

この四月 よ り大学 を離 れ、市立根室病 院に赴任す

ることになった。「か ぐらおか」 へ の最初 の寄稿 が

挨拶状 となる とは思 って も見なかったが これ も時の

運であ ろうか。旭 川医科 大学 の大部分の診療科が ま

とまって新た に一つの 自治体病 院 を運営 してい くの

は開学以来初 めてのケー スであ り画期的 な出来事で

あるが 、診療 面で も何 か斬新 な ものを提供 したい も

のであ る、,ところで私 自身根室市 は道 内で唯一訪れ

たことの ない市であ り、その理 由は広大 な北海道の

中で ひたす ら東端に存在するためであ り、初 日の 出

詣で を含むこの地域 の観光 には特 別の興味が なか っ

たか らであ る。 しか し、あ らためて 自分 の新 しい生

活 の場 となる根室 市周辺 を地図で じっ くり観察 して

驚いた。その遠 さをあ らためて認識 した こともさる

ことなが ら、友好国 ロシアの異常 な近接状態 とこの

地域の特徴 的地形であ る。根室1!∫は大平 洋に突 き出

だ ト島のほぼ中ほ どに位置 してお り、その根部 は温

根沼(オ ンネ トー)を 境 にた った2kmほ どしか本土

と陸続 きの部分が ないのであ る。NHKの 天気 予報

を見てい る限 りは もっ と根元 に近い部分 に存在す る

もの と安心 していたが 、地震 の多い地域で もあ り容

易に離 島化 しそ うであ る、,また、息子か ら借 りた帝

国書 院の中学校社会科地図PllOに は根釧台 地 に乳

牛 を示す牛 のマ ークが ぎっ しり埋め尽 くされてお り、

本土 とは牛 の国で完全 に隔絶 されている。野付 半島

か ら根室 半島にか けての妙に湖や沼 の多い特 異な地

形は、数年 前に居住 していた米国 コネチ カ ッ ト州の

とな りマサチ ューセ ッツ州のCapeCodと 非常 に似

てお り興 味深い。緯度的 にも1度 ほ どしか違 わず両

地域 とも暖流 と寒流のぶつか るあた りに存在 し有数

な魚場 となっている。大 きな違いはあち らには地震

がない ことと飛行場があ ちこちに点在 し主要 な交通

機 関 となっていることであろ うか。話 しがす っか り

学術 的な方向に進 んで しまったが根室市の この地理

的、精神的遠距離感 は何 とか解消 で きない ものであ

ろうか、,旭川医科大学 で推進 す る遠隔 医療(Tele-

medicine)の モ デル ケー ス と して注]さ れ る病 院

であ ることもなるほ どうなず ける、,さまざまな希望

と不安が錯綜す るが 、いずれ にせ よ市民 は本年四 月

か ら始 まる我 々の医療 に期待 と懐疑感 をもって待 っ

てい ることは間違 いな く、近隣諸国 を含めたこの地

域の基幹病 院 とな り得 ればお もしろい、,当初はまず

市民の信 頼 を得 る ことに力を注 ぐことにな りますが、

病院運営 の本格 化に伴 い今後各診療 科の多数の先生

にお 世話になる もの と存 じます。その折 は御支援の

ほどよろ し くお願 い申 し ヒげます、,では牛の国の隣

国でがんば って参 ります。
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